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 広島市では行政、地域におけるＤＸを推進するため、「広島市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」
を令和４年３月に策定した。

 市民、企業、地域団体など多様な主体が、情報を上手に使いこなし、ＤＸを推進することを目指すため、基本理念

を「様々な分野で情報をうまく使いこなし、新たな価値を創造していく『匠のまち』の実現」としている。

01. 広島市ＤＸ推進計画
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広島市DX推進計画の基本理念のイメージ



 基本理念の下、行政のデジタル化の推進、地域のデジタル化の推進を柱として、11の施策に取り組んでいる。

02. 広島市ＤＸ推進計画の体系
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03. データを活用したまちづくり
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データを活用したまちづくりのイメージ

IoT機器（センサー）

データを収集・蓄積し活用するためのプラットフォーム（データ連携基盤）

スマートフォンアプリ 交通データ 行政データ 民間データ

・・・

災害 人流 気象 観光 交通

データ

防犯

・・・

サービスを提供

・・・

交通 金融 防災 教育 社会福祉 行政手続

市民 民間 教育研究機関

市 役 所

行政 市 役 所

多様な主体が自由にアクセス可能

 行政、民間事業者、教育研究機関等、多様な主体が保有するデータを共有し、活用できる環境を構築するとともに、
データを活用した地域の活性化を目指す。



04. 人流データを活用した地域の活性化事業の概要
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 広島市DX推進計画に基づき、地域全体でデータを活用できるまちづくりを目指し、そのモデルケースとして、令和４年
１２月より、中心市街地（紙屋町・八丁堀周辺）の人流データを分かりやすく可視化したサービスをインターネットに
て公開している。

 センサー、特定のスマホアプリから通行量、回遊行動、滞在状況、属性（性別、年代、居住地）に関するデータを取
得している。

サービスの対象地域と人流の取得方法

人感センサー

Wifiアクセスデータ



05.ダッシュボード機能（通行量View①）
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 通行量、滞在状況等の複数の情報をまとめて表示するダッシュボードの機能により、視覚的に理解し易いよう工夫して
いる。

 ダッシュボード機能は次のとおり。

ダッシュボード機能（通行量、将来の通行量）



06.ダッシュボード機能（通行量View②）
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ダッシュボード機能（日別、時間別の変化）



07.ダッシュボード機能（通行量View③）
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ダッシュボード機能（街路別の回遊状況）



08.ダッシュボード機能（まちなか滞在View①）
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ダッシュボード機能（滞在状況）



09.ダッシュボード機能（まちなか滞在View②）
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ダッシュボード機能（エリア別の滞在状況）



10.ダッシュボード機能（まちなか滞在View③）
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ダッシュボード機能（エリア別の回遊状況）



11.今後の予定
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 本取組を継続するにあたり、その効果検証が重要であると考え、地域のまちづくり団体と連携し、団体が行うイベント等
の効果検証、企画立案に活用していただき、その効果を検証する。

 地域全体でのデータ利活用を促進するため、データ連携基盤を構築し、取得した人流データを連携することで、他サー
ビスでの活用を期待している。

令和５年度 令和６年度令和４年度

▲サービス公開
効果検証

データ連携基盤構築検討

人流データを活用したサービス検討

データ連携基盤構築

サービス導入


